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令和７年度 公務員デジタル人材育成モデル構築事業 

公務員試験傾向分析科目 カリキュラムガイド 

 

本ガイドは、令和７年度 文部科学省 地方やデジタル分野における専修学校理系

転換等推進事業 公務員デジタル人材育成モデル構築事業（委託先：学校法人浦山

学園 富山情報ビジネス専門学校）において委員会で討議、検討された内容を基に

開発された。 

本事業は、地域デジタル社会に適応した人材を育むことができる学科へ高度化を図

ることを前提とした人材育成モデルの構築を目指すものであり、公務員試験傾向分

析科目（以下、「本科目」という）においても生成 AI 等のデジタルツールの利活用

をふまえて設計している。 

本ガイドは、本科目の指導におけるガイドラインとして作成しているが、運用にあ

たっては教育機関の授業時間設定や授業コマ割り等も考慮して使用することを前提

とする。 

 

本ガイドの構成は以下の通りである。 

１． 科目の位置づけ 

２． 科目のコンセプト 

３． 本科目が育成する能力と意図 

４． カリキュラム全体像 

シラバスと評価規準、成果測定 

付属資料 

５． 生成 AI を組み込む教育的意図と運用ルール 
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１．科目の位置づけ 

本科目は、公務員を目指す専門学校に在籍する進級年次生（公務員試験対策の初期

段階にある学生）を対象とし、公務員試験に向けた学習の基礎育成を担う科目とし

て位置づける。 

本科目は、教養試験、作文試験、面接試験といった公務員試験の各分野に共通して

求められる力を、「出題傾向」や「評価の観点」という視点から整理し、受験対象

年次の試験対策を進めるための土台を形成することを目的とする。 

本科目では、生成 AI を使用して自治体情報を効率的に整理し、「どのような人材が

求められているのか」「どのような姿勢や考え方が評価されやすいのか」を把握

し、学生が自治体や公安等の公務員分野を選択しやすくする。つまり、自治体分析

においては、すべての資料を詳細に読み込むことを目的とするのではなく、限られ

た時間の中で必要な情報を取捨選択し、優先順位をつけて理解し、早期に受験する

分野を定めることで目標を明確化させ学習意欲を高める。さらに、募集要項や自治

体の施策資料を題材に、どの情報を重点的に読むべきか、どの部分が作文や面接試

験に直結するかといった観点を示し、「効率よく理解するための読み方」を身につ

けさせる。 

また、本科目では、読解力や作文力、面接試験における受け答えの基礎となる思考

力、表現力の育成を重視する。文章を正確に読み取る力、設問の意図を把握する

力、自分の考えを筋道立てて表現する力は、試験対策の観点だけでなく、公務員と

して業務に携わるうえでも不可欠な能力である。本科目は、これらの力を早期に可

視化し、学生自身が学習課題を自覚するための役割も担っている。 

以上のことから、本科目で形成された理解力や判断力、学習の進め方が、直前対策

科目における実践的な演習やアウトプット中心の学習を支える前提となる。その意

味で、本科目は単独で完結する科目ではなく、公務員試験対策を段階的に進めるた

めの起点として位置づけられる。 

なお、評価規準およびコマシラバスについては、基準として定めるものである。た

だし、学校の指導方針および授業の進捗状況等をふまえ、必要に応じて変更するこ

とも可能とする。 

 

２．科目コンセプト 

（１）本科目：全体コンセプト 

本科目の全体コンセプトは、高卒程度公務員試験に向けた出発点として、単なる知

識・解法の獲得に先立ち、「自治体や行政機関が何を重視し、どのような観点で受

験者を評価するのか」を募集要項や自治体資料を通じて正確に理解できる力を育成

することにある。これにより学生は、試験対策の基礎を作り直前対策科目において

限られた時間で最大の学習効果を発揮できるようになる。 



6 

同時に、本科目が狙うのは「合格のための基礎作り」だけではない。行政職・公安

職を含む公務員試験に共通して求められる、情報を正確に読み取り、条件を整理

し、根拠に基づいて判断・説明する力を形成する。さらに、生成 AI やデジタルツー

ルを、判断を代替するものではなく思考を支援する補助手段として扱うことで、合

格後の実務にもつながるデジタル利活用の素地も育成する。 

 

（２）本科目を実現する「科目内・各単元コンセプト」 

①自治体分析（募集要項・人材像・施策理解）単元コンセプト 

コンセプト：試験対策の起点を「過去問」ではなく「募集要項・人材像・施策理

解」に置き、評価の前提を正確につかむ。 

本科目の自治体分析は、試験問題を研究する活動ではなく、募集要項や自治体資料

から、求める人材像・重視する価値・重点施策を効率的に把握し、理解を深める学

習である。学生がやるべきは「全部読む」ではなく、「評価に直結する要点を抽出

し、整理し、説明できる状態にする」ことである。これにより、作文や面接試験で

適切な回答につなげることができるとともに、教養試験の学習も目的意識をもって

進められる。 

直前対策への接続意義：直前期の作文・面接試験対策において、「何を軸に話す/書

くか」の土台がすでに整っているため、短期間でも合格水準へ引き上げやすくな

る。 

 

②読解力（文構造把握・根拠で読む）単元コンセプト 

コンセプト：「国語力」ではなく「誤読しない技術」としての読解力を育て、根拠

で読む習慣をつくる。 

本単元の読解力は、語彙暗記ではなく、助詞・係り受け・指示語・省略・文構造把

握を通じて、文章の意味を根拠に基づき確定させる力を養う。特に、文の中心と補

足、条件、因果、具体例の位置づけを押さえ、推論と事実を区別する読み方を徹底

する。図表がある場合は、図表と文章を照合し、本文に戻って判断する行動を習慣

化する。これにより、教養試験のみならず、募集要項や施策資料の読解、作文課題

の条件整理、面接試験質問の意図理解にも一貫して通用する基礎ができる。 

直前対策への接続意義：試験時間内に解答する際に、焦りや思い込み等による設問

条件の読み落としや誤読による失点を防ぐ。 

 

③対策範囲の「見取り」（分野学習の優先順位化）単元コンセプト 

コンセプト：目指す公務員分野の傾向をとらえることで“広く浅く”ではなく、“合格

に必要な優先順位”を意識して学習計画の設計をできるようにする。 
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本段階では、出題範囲の全体像、頻出領域、得点源を把握し、学習計画に落とし込

む。学生が「苦手だから避ける」「好きな分野だけやる」といった学習の偏りを防

ぎ、直前対策での成果直結になるように学習範囲のイメージを持つ。 

直前対策への接続意義：直前期に演習を積む際に、学習の優先順位が理解できてい

る。 

 

④作文・面接試験の基礎接続（評価軸の理解と材料化）単元コンセプト 

コンセプト：作文・面接試験を「表現練習」ではなく「評価軸に沿った材料整理」

として準備する。 

本段階では、完成レベルの答案や模範回答の暗記ではなく、自治体分析でつかんだ

人材像・施策方針を軸に、どの経験、価値観、志望理由が評価されやすいかを整理

する。作文は「条件整理→論点設定→根拠配置」の型を理解し、面接試験は「質問

意図→回答の骨格→矛盾チェック」の型を理解する。 

直前対策への接続意義：直前期の演習が「ゼロから作る」ではなく「整えた骨格を

磨く」工程になり、短期間で合格水準に到達しやすい。 

 

⑤生成 AI・デジタル活用（思考支援の補助領域）単元コンセプト 

コンセプト：生成 AI は「解答生成」ではなく、「考えるための下準備」を支える補

助ツールとして使い分ける力を育てる。 

本科目での生成 AI 活用は、資料の整理、要点抽出、比較、文章構造の確認、表現の

磨き込みなどに限定し、解答を作らせる使い方は行わない。学生は、AI の情報をう

のみにせずに、根拠確認、修正を前提として活用するツールであることを理解する

ことで、今後、公務員として必要となるデジタル利活用の基礎力形成につなげる。 

 

３．本科目が育成する能力と意図 

本科目は、公務員試験対策の出発点として、試験で評価される力を把握したうえ

で、以下の能力を重点的に育成することを目指す。 

・募集要項や自治体資料を正確に読み取り、求められる人材像や評価の観点を把握

する力 

・助詞・係り受け・文構造に基づき、文章を誤解なく読み解く読解力 

・相手に考えや意図が伝わる、減点されない作文力 

・生成 AI やデジタルツールを補助機能として活用する基礎的知識 

 

４．カリキュラム全体像 

（１）設計時間：90 分/コマ×15 コマ 
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本カリキュラムは、45 分または 50 分単位の授業から、2 授業連続による 90 分授

業、あるいは 100 分授業への移行を想定し、45 分を１単位とする２コマ構成を基

本としている。そのため、90 分授業の場合は２コマを連続して実施することで完結

し、100 分授業の場合には、導入時の意識付けや振り返り、課題作成等で時間の調

整ができるように授業実施の柔軟性を考慮して設計している。 

 

（２）カリキュラムの流れ 

本カリキュラムは、15 コマを通じ、以下のような科目で構成されている。 

【読解力育成】 助詞/係り受け/推論/図表と文章の照合 

【作文力】 文章作成のルール/主語と述語/表現/文体/接続詞 

【生成 AI の基本】 基礎知識/プロンプト/画像生成 AI/著作権 

【自己分析】 自己分析/認識と理解/生成 AI による他者視点分析 

【自治体等傾向分析】 採用情報へのアクセス/試験内容と過去問題/AI 利用 

 

（３）カリキュラム全体 

授業回 項 目 細 目 授業

時間 

使用教材 

の有無 

評価対象 

１ 読解力育成 読解力の重要性 45 分 有 - 

読解力と助詞 

読解力理解のための概念・用語 

「文章理解問題演習１」の実施 

※学校アレンジ可能、学校教材等活用 

45 分 - 

２ 読解力育成 文の構造把握 45 分 有 - 

指示語の理解と省略の補完 

言い換えの理解 

「文章理解問題演習２」の実施 

※学校アレンジ可能、学校教材等活用 

45 分 - 

３ 読解力育成 推論 45 分 有 - 

図表と文章の照合 

具体例の特定 

「文章理解問題演習３」の実施 

※学校アレンジ可能、学校教材等活用 

45 分 - 

４ 読解力育成 「読解力確認テスト」の実施 45 分 有 読解力確

認テスト

結果 

「読解力確認テスト」の解説 45 分 

５ 作文力育成 「作文演習」の実施（過去問題等活用） 90 分 - - 



9 

６ 作文力育成 誤字をなくす 45 分 有 - 

正しい送り仮名、仮名づかい、カタカナ語で書

く 

表現をそろえる 

「ら抜き言葉」に注意 

「作文添削」の実施（「作文演習」等活用） 45 分 - 

７ 作文力育成 文体をそろえる 45 分 有 - 

接続詞を正しく使う 

文を短く書く 

「作文添削」の実施（「作文演習」等活用） 45 分 - 

８ 作文力育成 主語と述語を対応させる 45 分 有 作文試験

結果 修飾語の位置に注意 

矛盾した内容にならないように注意する 

「作文添削」の実施（「作文演習」等活用） - 

「作文試験」の実施（過去問題等活用） 45 分 - 

９ 生成 AI の基

礎知識 

生成 AI の概念 45 分 有 - 

「AI」と「生成 AI」 

生成 AI 

生成 AI を構

成する要素 

機械学習 有 

教師あり学習 

教師なし学習 

強化学習 

機械学習のまとめ 

進化する機

械学習 

ニューラルネットワーク 45 分 有 

ニューラルネットワークの強み 

ディープラーニング 

ディープラーニングの問題点 

ディープラーニングのまとめ 

10 代表的な生

成 AI 

代表的な生成 AI 比較 45 分 有 - 

ChatGPT へのアクセス方法（登録） 

ChatGPT の特徴 

ChatGPT を使ってみよう - 

Gemini へのアクセス方法（登録） 45 分 有 

Gemini の特徴 

Gemini を使ってみよう - 

Copilot へのアクセス方法（登録） 有 
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Copilot の特徴 

Copilot を使ってみよう - 

11 プロンプト プロンプト 45 分 有 - 

プロンプトの基本 

プロンプトの構成要素 

プロンプト作成のコツ 

プロンプト比較 

プロンプトのまとめ 

「プロンプト問題集」の実施 45 分 有 

12 プロンプト 

テンプレー

ト 

よく使うプロンプト（例） 45 分 有 プロンプ

ト 

テスト結

果 

「プロンプト演習」の実施（よく使うプロンプ

ト例を活用） 

- 

プロンプト

テスト 

「プロンプト問題集」を活用した「プロンプト

テスト」の実施 

有 

ハルシネー

ション 

ハルシネーション 45 分 有 

ハルシネーション抑制プロンプト 

ハルシネーション発生の事例 

ハルシネーションのまとめ 

13 画像生成 AI 画像生成 AI の基本 45 分 有 - 

代表的な画像生成 AI 

画像生成 AI のまとめ 

著作権 著作権 有 

生成画像の商用利用 

著作権の落とし穴 

商用利用での著作権侵害事例 

行政機関でのトラブル事例 

MY 生成 AI MY 生成 AI 45 分 有 

ChatGPT（有料版） 

ChatGPT（無料版） 

Gemini（有料版・無料版） 

MY 生成 AI のまとめ 

14 自己分析 自己分析 45 分 有 - 

自己認識 

自己分析のまとめ 

「自己分析・自己認識」の実践 

（他者視点・生成 AI 活用） 

45 分 - 
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15 自治体等傾

向分析 

自治体等の採用情報 45 分 有 用語等確

認テスト

結果 

試験内容と過去問題 

生成 AI を活用した情報収集 

「自治体等傾向分析」の実践 

（自己 PR や志望動機の素材集めを含む） 

45 分 - 

傾向分析科

目まとめ 

「用語等確認テスト」の実施 有 

 

（４）授業評価方法ツール 

授業評価としてテストを実施することも想定し、次の評価ツールを用意している。 

・読解力確認テスト 

 読解力テストを実施し、テスト結果をもって評価を行う。 

・作文 

 作文力学習前と比較した向上度をもって評価を行う。 

・プロンプトテスト 

 プロンプト問題集から問題を出題し、テスト結果をもって評価を行う。 

・用語等確認テスト 

 用語等確認テストを実施し、テスト結果をもって評価を行う。 

 

（５）学習成果物 

①読解力確認テスト結果 

②作文等の成果物 

③プロンプトテスト結果 

④用語等確認テスト結果 

 

（６）評価規準 

①評価の基本方針 

本評価規準は、知識量や操作スキルの多寡ではなく、正しく読み、考え、整理し、

AI を補助的に使いながら判断する力の育成を評価する。 

 

②評価規準 

観点 育成したい資質 能力 説明 

①読解力 正確性・慎重さ 文章を構造的に

読み取る力 

試験問題、作文課題、募集要項、

自治体資料を、主語・述語、指示

語、省略、文構造に着目して正確

に理解できているか。 
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②論理的思考力 論理性・一貫性 情報を整理し関

係づける力 

募集要項や設問文の条件・評価観

点を整理し、理由と結論、具体例

と主張の関係を崩さずに理解・説

明できているか。 

③作文構成力 計画性・構成意

識 

書く前に組み立

てる力 

作文において、設問意図や評価観

点を踏まえ、構成（序論・本論・

結論）を事前に考えられている

か。 

④表現の正確性 客観性・丁寧さ 正確に伝える力 文体の統一、接続詞の適切な使

用、主語と述語の対応、修飾関係

の明確さなど、誤解を生まない表

現ができているか。 

⑤自己点検・改

善力 

自律性・改善意

識 

自分の誤りに気

づく力 

自身の読み違い、構成の不備、矛

盾や表現上の問題点に気づき、適

切に修正できているか。 

⑥生成 AI 活用

力 

判断力・情報リ

テラシー 

生成 AI を補助

として使う力 

生成 AI を用いて募集要項や文章

の要点整理・構造確認を行い、そ

の結果をうのみにせず自分の判断

で活用できているか。 

⑦自治体理解力 公共性・当事者

意識 

求める人材像を

読み取る力 

募集要項等から AI を補助的に用

いて、「自治体が何を重視してい

るか」「どのような人材を求めて

いるか」を把握できているか。 

⑧学習姿勢 主体性・継続力 学び方を理解し

実行する力 

本科目で身につけた考え方、AI

活用の基礎を直前対策科目や今後

の学習につなげようとしている

か。 

 

③ルーブリック 

到達レベル 

４ ３ ２ １ 

①読解力 

文の構造を意識し、

募集要項や設問文を

大きな読み違いはな

く、指示があれば構

造を確認できる。 

内容理解はできる

が、感覚的に読んで

いる。 

思い込みや部分理解

により誤読が多い。 



13 

根拠をもって正確に

読み取れている。 

②論理的思考力 

条件、評価観点を整

理し、一貫した説明

ができる。 

おおむね整理できて

いるが、一部で論点

が曖昧になる。 

情報は拾えるが、関

係づけが弱い。 

情報整理ができず、

説明が断片的になっ

ている。 

③作文構成力 

設問や募集要項の趣

旨を踏まえ、構成を

考えて書ける。 

構成意識はあるが途

中で崩れる。 

思いついた順に書い

ている。 

設問と文章構成が対

応していない。 

④表現の正確性 

文体、構造が正確で

読みやすい。 

一部文の構造が不安

定だが、意味は通じ

る。 

文体の混在や表現の

粗さが目立つ。 

意味が正確に伝わら

ない。 

⑤自己点検・改善力 

問題点を自力で発見

し、修正方針を説明

できる。 

指摘されれば理解し

修正できる。 

指摘されても理解が

不十分。 

指摘されても何が誤

りか、気づけない。 

⑥生成 AI 活用力 

分析結果を参考情報

として整理し、判断

に活用できる。 

AI を使って要点整理

はできるが、判断は

教員に依存する。 

AI の出力をそのまま

使おうとする。 

AI の使い方・位置づ

けを理解していな

い。 

⑦自治体理解力 

募集要項等の分析に

AI を補助的に使い、

必要情報を抽出し、

求める人材像を説明

できる。 

求める人材像をおお

むね説明できる。 

表面的な理解にとど

まる。 

募集要項の趣旨を理

解できていない。 

⑧学習姿勢 

本科目で得た考え方

や AI の活用を次の

段階でどのように利

用するのか、想定し

ている。 

指示に沿って取り組

んでいる。 

受動的な参加にとど

まる。 

学習意義を理解でき

ていない。 
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④評価方法 

・出欠 

・授業時の参加度（教員による観察） 

・成果物の内容 

・テスト結果 
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（７）コマシラバス 

①授業１：読解力の重要性、助詞 

 

授業の位置づけ 

本授業は、本科目における読解力育成の導入回となる。読解力＝国語の学習とい

うイメージを持ってしまいがちである。しかし、本授業での読解力は、国語学習

というよりは、公務員試験において求められる「正確に読む力」や「文の構造を

把握する力」を育成し、公務員として必要な文章読解を育成するための授業であ

る。その観点から、次の３つの項目について学習する。 

１．公務員試験における読解力の重要性 

 ２．助詞に着目し、「誰が、何を、どうしたか」の把握 

 ３．読解力理解のための概念・用語 

到達目標 

１．公務員試験において読解力の重要性を理解する 

 ２．助詞により意味が変わることを理解する 

 ３．読解力理解のために必要な概念のイメージをつかめる 

授業構成 

 教材を基に「読解力の事例」→「読解力理解」→「課題」 

使用教材 

 読解力育成教材 

授業進行 

導

入 

□授業の目的の説明 

本授業が試験対策だけではなく、デジ

タル活用においても基礎となる日本語

力を育成するものであり、公務員とし

ても文書処理能力が重要であることを

伝える。 

□P1 01 読解力の重要性 

導入部分の発話からの流れで、身近な

短文形式の例を示し（LINE 等）、な

□教員発話例 

公務員の仕事は、書類を作る仕事

ではなく、書類を読み、判断する

仕事です。法令、マニュアル、住

民からの申請書、上司や他部署か

らの指示文など、公務員は毎日、

大量の文章に触れます。その中か

ら、「今、何が求められているの

か」「どこまでやればよいのか」
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ぜ短文でも意思疎通が可能なのかを考

えさせたうえで、短文と長文との文意

の読み取りの難しさを伝える。 

を正確に読み取る力が求められま

す。読解力は、試験のためだけで

なく、公務員として働くための基

礎力です。 

展

開 

□ P3 02 読解力と助詞 

教材にある例題文 A と文 B の文章のイ

メージを聞き、その違いを板書等で抽

出する。 

□ P4 助詞の穴埋め問題 

５分程度を目途として実際にテキスト

の穴埋め問題を書き込ませ、答え合わ

せを行う。 

□ P5～ 読解力理解のための概念・

用語 

読解力を理解するうえで必要になって

くる文の構造を理解してもらうため、

まずは各用語を一通り説明する。 

そのうえで、テキスト内の例題を示し

ながら語句が部品の役割を担い、部品

同士の関係性で文章が組み立てられて

いることを理解させる。 

□文章理解問題演習１の実施 

問題演習を実施し、解説する。 

□教師発話例 

公務員の仕事では、「〇〇に提

出」「〇〇へ送付」「〇〇を実

施」の「に、へ、を」などの違い

を読み誤るとミスを招くことにな

ります。また、試験時に助詞を理

解せずに解答を行うと読み違えに

よる失点になります。 

そのため、助詞といわれる「て、

に、を、は」などの理解をしっか

り押さえましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

□読解力の重要性を確認する。 

□助詞の役割をおさらいする。 

□次回、読解力に関する概念を詳しく

確認することを伝える。 

 

評価観点 

 １．読解力と公務員試験、読解力と公務員業務との接続を理解しているか 

 ２．教員の指示に従って教材のワークを行ったか 

 ３．問題演習に取り組んだか 
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□指導のポイントと対応 

・P3 02 読解力と助詞 

テキストにある例題を取り上げて文 A と文 B の文章のイメージを聞き、その違いを

板書等で抽出する。 

 

 

 

・P4 助詞の穴埋め問題 

５分程度を目途として実際にテキストの穴埋め問題を書き込ませる。 

学生に解答させ、空欄を埋めた後に教員が全文を読み、違和感がないかをクラス内

で確認しながら答え合わせを行う。 

また、授業進行例として５分間時間を設けて「て、に、を、は」を使って前日あっ

た出来事を短文で記載するように指示し、作成された短文の「て、に、を、は」を

変えた文を作成させ２文の違いを説明させる。 

教員用例文：職員は、住民に説明を行った。→職員に住民は説明を行った。 

文では、行為者が「職員」と「住民」に変わっている。行政文書においては、行為

者が重要になる、そのため助詞によって行為者が変わる危険性を理解してもらう。 

 

・P5～読解力理解のための概念・用語 

係り受けでの説明 

テキストの例題にある「悪い例」「修正」を使って文のねじれを解説する。 

 

 

 

 

「悪い例」から文のねじれとして主語の「目的」に対して向上「させる」という行

動となっている点に注目させる。そのうえで、文の構造として「目的は」の後ろ

は、「～ことです」となることを説明する。区切ってつなぐ書き方は、使いすぎる

と、読みにくくなることを理解させることがポイントとなる。目安として、一つの

文の中で３ 回以上つなぎが続いたら文を分けた方が分かりやすくなることを伝え

る。 

 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

１．授業の取り組み姿勢（質疑の発話、課題の取り組み） 

 ２．文章理解問題演習の正答数３問/７問 
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・「～し、」の形 

テキスト記載の例文「このスマホは画面が大きいし、色がきれいだ。」を基に解説

する。 

 

説明の例示としては、次の通り。 

この文は、「画面が大きい」「色がきれい」という二つの情報を、区切りながら一

文で伝えている文です。このように、途中で一度区切ってから、次の内容につなぐ

書き方を使うと、テンポよく説明できます。なぜ便利なのかこの書き方を使うと、

特徴をまとめて言え、読むリズムがよくなる。また、箇条書きのように情報を出せ

る、という良さがあります。でも、使いすぎると情報が連続して続いて、原因はど

こにあるのか、結果はどこにあるのか、が見えなくなる。 

・P6 ～「指示語の理解と省略の補完」「同義文」「定義文」「図表と文章の照合」

「具体例の特定」までを学生に確認させる。 

 

・「文章理解問題演習１」の実施 

問題解答時間は 20 分～30 分（学生理解度に応じて）を目安に設定。 

解答、解説を実施。 

なお、各学校で既存教材やテスト、プリント類などの学校独自教材類がある場合

は、それを使用することも可能。 
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□使用教材（読解力育成教材） 
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②授業２：文の構造把握、指示語の理解と省略の補完、言い換えの理解 

 

授業の位置づけ 

読解力単元の基礎段階として、文章を一文ずつ追う読み方から、構造を捉えて理

解する読み方へ移行する回に位置づける。助詞・係り受けを踏まえつつ、文の構

造、指示語、省略、言い換えといった要素を整理することで、公務員試験の文章

理解問題に必要な「読み落とさない力」を形成する。その観点から、次の３つの

項目について学習する。 

１．文章の構造を理解し、適切な主語、述語を把握する。 

 ２．指示語が示す言葉を理解して文章を読む。 

 ３．言い換えについて理解する。 

到達目標 

１．文の構造（主文・補足・具体）を意識して読める 

 ２．指示語が何を指しているかを文中から特定できる 

 ３．言い換え表現を同一内容として捉えられる 

授業構成 

 教材を基に「読解力の事例」→「読解力理解」→「課題」 

使用教材 

 読解力育成教材 

授業進行 

導

入 

□授業の目的の説明 

教員は、「文章理解問題で間違える原

因の多くは、語彙不足ではなく文章の

つながりを捉えられていないこと」で

あることを説明する。そのうえで、

「今日は、文章の中で“何がどうつな

がっているか”を確認する読み方を学

ぶ」と授業の狙いを示す。 

 

□教員発話例 

「公務員試験の文章理解問題で間

違える理由を見ていくと、難しい

言葉が分からないからではなく、

文章のつながりを取り違えている

ケースがとても多いです。 

たとえば、『これ』『それ』『こ

のような』と書いてあるとき、そ

れが何を指しているのかを確認し
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ないまま読んでしまう。あるい

は、書かれていない主語や目的語

を、自分の思い込みで補ってしま

う。今日は、そういった読み間違

いを防ぐために、文章を一文ずつ

追うのではなく、この文は何を説

明しているのか、どこが中心で、

どこが補足なのか、という視点で

文章を読む練習をします。国語の

授業のように正解を当てることが

目的ではありません。試験でミス

をしない読み方を理解することが

今日のゴールです。」 

展

開 

□P8 04 文の構造把握 

主となる内容/補足説明の切り分けを

し、一文・一段落の中で何が中心の説

明かどこが補足・具体かを切り分けて

読むように指導する。 

□ P10 05 指示語の理解 

指示語は必ず前後のどこかを指してい

る。指示語を見つけたら、「何を指し

ているか」を必ず確認するように伝え

る。教材を使用し、 

・指示語が含まれる文を抜き出す。 

・矢印や線で「指している内容」を結

ばせる。 

□ 省略の補完 

日本語の文章では、主語・目的語が省

略されることが多い。そのため、省略

された内容は、前後の文から補う。 

□教師発話例 

「『これ』って書いてあったら、 

必ず『これ＝何？』と止まってく

ださい。なんとなく分かった、で

先 に 進 む と 、 後 で 必 ず ズ レ ま

す。」「指示語は、前の文をちゃ

んと読んでいますか、というチェ

ック問題だと思ってください。」 

 

 

 

 

 

□教員発話例 

「省略は、前後をちゃんと読めて

い る 人 だ け が 補 え る 仕 組 み で

す。」 
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□指導のポイントと対応 

・P8～文の構造把握 

例題の中から、主語と述語を見つけさせて文の骨格を確認します。 

 

 

 

 

・P10～指示語の理解と省略の補完 

文を簡潔にするために主語、目的語が省略されることを例題で示し、文の読み取り

において、なんとなく読めるのではなく、何が省略されているかを意識して読み取

ることを伝える。 

 

 

教材の例題を示し、省略の解説を行

う。 

□  P12 06 言い換えの理解 

同じ内容が、別の言葉・別の言い方で

書かれていることを理解させる。 

「新しい話」ではなく「同じ話を言い

直している」ことに気づかせる。 

□文章理解問題演習２の実施 

問題演習を実施し、解説する。 

 

 

 

ま

と

め 

□P9～問題１～７までを解答させ、解

説する。 

□文の構造・指示語・省略・言い換え

を意識する。 

 

評価観点 

 １．文の構造を意識して読もうとしているか 

 ２．指示語・省略・言い換えを根拠に判断できているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

１．授業の取り組み姿勢（質疑の発話、課題の取り組み） 

 ２．構造・指示語等をふまえて内容を説明できる 
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主語が展望台であり、同文中の「、」の後も主語が変わっていないことを確認させ

る。 

 

・P12～言い換えの理解 

学生の思い込みとして「言葉が似ている＝同じ意味」という判断にならないように

伝え、根拠をもって考えることの重要性を示す。特に、助詞や修飾語の位置に注意

を払うように伝え、試験問題の読み取りでも同様の注意が必要になることも加え

る。 

 

・「文章理解問題演習２」の実施 

問題解答時間は 20 分～30 分（学生理解度に応じて）を目安に設定。 

解答、解説を実施。 

なお、各学校で既存教材やテスト、プリント類などの学校独自教材類がある場合

は、それを使用することも可能。 
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□使用教材（読解力育成教材） 
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③授業３：推論・図表と文章の照合・具体例特定による文章理解 

 

授業の位置づけ 

第３回は、構造的な読み方を基礎として、書かれている情報を根拠に判断する

「推論」の力を育成する回に位置づける。 

文章と図表を照合し、具体例がどの内容を説明しているかを整理することで、教

養試験の文章理解問題への対応力を高める。その観点から、次の３つの項目につ

いて学習する。 

１．文章に書かれている情報を根拠として判断する 

 ２．文章・図表・具体例を相互に照合し、情報の対応関係を整理する 

 ３．教養試験の文章理解問題に直結する実践的な読解力を定着させる 

到達目標 

１．書かれている内容を根拠に推論できる 

 ２．図表や数値と文章の内容を照合できる 

 ３．具体例がどの説明に対応しているか特定できる 

授業構成 

 教材を基に「読解力の事例」→「読解力理解」→「課題」 

使用教材 

 読解力育成教材 

授業進行 

導

入 

□授業の目的の説明 

「なんとなく考える」のではなく、

「書いてあることを根拠に判断する」

読み方を理解することが、公務員試験

対策でも有効であることを伝える。 

「勝手に考えたこと」と「根拠から言

えること」を常に区別させることがポ

イント。 

 

□教員発話例 

「前回は、文章の中で何がどこに

つながっているかを意識して読む

学習をしました。その読み方を使

って、文章理解問題でよく出る

「推論」の問題に取り組みます。

ここで一つ大事なことを言いま

す。推論問題は、考えを広げる問

題ではありません。想像力を働か
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せる問題でもありません。推論と

は、文章や図表に書いてある情報

を材料にして、そこから言えるこ

とを判断する作業です。よくある

間違いは、『たぶんこうだと思

う』『自分だったらこう考える』

と、文章に書いていないことを足

してしまうことです。また、公務

員試験では、文章だけでなく、グ

ラフや表が一緒に出てくることが

あります。今日は、この図や数字

は、文章のどこを説明しているの

か、この具体例は、何を分かりや

すくするために出ているのかを確

認しながら読んでいきます。作文

や面接試験でも、『なぜそう言え

るのか』と聞かれますよね。その

ときに必要なのが、根拠をもとに

説明する力です。今日は、なんと

なくそう思った、ではなく、ここ

にこう書いてあるから、こう言え

る、という読み方を理解すること

を目標に進めていきましょう。」 

展

開 

□P14 07 推論 

推論とは何かを確認し、推論＝想像で

はなく、文章に書かれている情報を材

料にした判断であることを整理する。 

□ P16 08 図表と文章の照合 

図表・グラフ・数値が文章のどの部分

を説明しているかを確認する。 

□教員発話例 

「推論問題は、頭をひねる問題で

はありません。書いてある情報を

集めて、整理する問題です。」 
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□指導のポイントと対応 

・P14～推論 

推論することと、自らの思い込みや経験値で過剰推論することの違いを理解させる

必要がある。そのため、テキストのポイントから推論の条件等を確認する。 

 

 

 

 

図表を「単独で見る」のではなく、必

ず文章とセットで読む練習を行う。 

□P18  09 具体例の特定 

具体例は「新しい主張」ではなく、

「説明を補うもの」であることを確認

する。 

具体例が、どの説明・主張を支えてい

るかを特定する。 

□P15～問題 8～11 までを解答させ、

解説する。 

□文章理解問題演習３の実施 

問題演習を実施し、解説する。 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

□常に書いてあるか、根拠はどこか 

を問い返す推論を「感覚」から「作

業」に変えることがゴール 

 

評価観点 

 １．根拠をもとに推論しようとしているか 

 ２．図表・具体例を文章と結びつけて理解できているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

１．授業の取り組み姿勢（質疑の発話、課題の取り組み） 

 ２．根拠を示しながら推論・判断ができる。 
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推論は、文の中心条件、因果関係を把握していない状態で行うと誤るため、推論問

題では必ず「事実（本文に書いてあること）」「条件（いつ、どの場合か）」「そ

こから言えること」の順序を守らせることを伝える。 

・P16～図表と文章の照合 

図表と文章の照合は、公務員試験問題を解くうえでも重要になることを伝えたうえ

で、図表だけ見て文章を読み飛ばさないように注意を促す。そのうえで、図表は文

章に書いてある内容を別の形で示したものであり、文章を整理したものが図表にな

るというイメージで取り組むことを伝える。 

また、照合が苦手な学生は、頭の中だけで対応させようとして混乱する傾向がある

ことから、本文に線、図表に丸を付けさせ一対一で対応させる作業を入れて考える

方法もあることを伝える。 

 

・P18～具体例の特定 

学生の陥りやすいミスとして、具体例を読んで満足してしまう、例をそのまま答え

にしてしまうことがあるため、具体例は説明のための材料であり、答えはその上位

にある内容であることが多いこと、また、具体例を見つけたら、必ず「何を説明す

るための例か」を問うことを意識させる。そのうえで、テキストのポイントを確認

し、例題を解説する。 

 

・「文章理解問題演習３」の実施 

問題解答時間は 20 分～30 分（学生理解度に応じて）を目安に設定。 

解答、解説を実施。 

なお、各学校で既存教材やテスト、プリント類などの学校独自教材類がある場合

は、それを使用することも可能。 
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□教材サンプル 
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④授業４：読解力確認テストと解説 

 

授業の位置づけ 

第４回は、これまで学習してきた文の構造把握、指示語・省略・言い換え、推

論、図表と文章の照合、具体例の特定といった読解力の要素が、どの程度定着し

ているかを確認し、理解を補正する回として位置づける。単なる確認テストでは

なく、「なぜその選択肢が正解になるのか」「どこを読み取れていなかったの

か」を言語化することで、文章理解問題に対する解答力を高める。 

到達目標 

１．読解力テストを通じて、自身の理解度を把握できる 

 ２．各設問について、正誤の理由を文章構造や文脈を根拠に説明できる 

 ３．読解力の各要素（構造・指示語・推論等）を意識して文章を読み直せる 

授業構成 

 導入（5 分）→確認テスト（40 分）→解答・解説（40 分）→まとめ（5 分） 

使用教材 

 読解力確認テスト 

授業進行 

導

入 

□授業の目的の説明 

今回のテストが「点数をつけるため」

ではなく、自分の読み方のクセを知る

ためのものであることを説明する。 

そのうえで、「間違えた問題」よりも

「なぜ間違えたのか」が重要であるこ

とを強調する。 

 

 

 

 

 

□教員発話例 

「今日は、これまでの読解力の授

業を受けて、自分の読み方がどこ

まで身についているかを確認する

回です。最初に大事なことを言い

ます。今日行うテストは、誰かと

比べるためのテストでもありませ

ん。このテストの目的は、自分が

どこは読めていて、どこで読み間

違えやすいのかを知ることです。 

公務員試験の文章理解問題で点を

落とす原因は、文章をどう読んで
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いるかのクセにあることがほとん

どです。今日は、文の構造を意識

して読めているか、指示語や省略

を正しく追えているか、推論のと

きに、自分の考えを足していない

か、こういった点を、自分で確認

する時間だと思ってください。解

けなかった問題があっても、まっ

たく問題ありません。むしろ、

『なぜ間違えたかが分かる問題』

が見つかることが一番の成果で

す。テストのあとには、『なぜそ

の答えになるのか』や『どこを読

めばよかったのか』を一緒に確認

します。ですから、正答数よりも

読み方を見直すことを意識して取

り組みましょう。」 

展

開 

□読解力問題（30 題） 

「直感」ではなく、「文中の根拠」を

探しながら解答させる。 

 

□教師発話例 

「推論問題は、頭をひねる問題で

はありません。書いてある情報を

集めて、整理する問題です。」 

ま

と

め 

□解答・解説 

正解の理由だけでなく、誤答が生じや

すい読み方を重点的に解説する。 

解説の視点例： 

・文の構造把握 

・主語と述語の対応関係の確認 

・指示語・省略 

・「それ」「この問題」が指す内容の

特定 

・言い換え 

□教員発話例 

「これまでの授業で『読解力はセ

ンスではなく、やり方だ』という

ことを理解してもらえたと思いま

す。このあと、作文の授業を行い

ます。作文でも一番大事なのは、

テーマを正しく読み取り、何を書

けばいいかを間違えないことで

す。今回学んだ読み方は、文章理

解だけでなく、作文、面接試験、
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□指導のポイントと対応 

確認テストにある問題のうち、代表的な６問題と項目理解のポイントを示す。 

①文の構造把握（主語・述語・修飾関係） 

・抽出問題【問題 1】 

「急速なデジタル化が進む現代社会において、情報セキュリティの確保は、企業が

信頼を維持するために不可欠な経営課題となっている。」 

企業が信頼を維持するために不可欠な経営課題となっているのは（ ）である。 

選択肢：①現代社会 ②デジタル化 ③情報セキュリティの確保 ④企業 

 

「書いてあること」からしか判断でき

ないことの確認 

・図表 

図は文章の補足説明であるという位置

づけ 

・具体例 

定義文に合致するかどうかの確認 

□必要に応じて、「どこを見れば判断

できたか」を学生に発言させ、読み方

を共有する。 

□読解力授業のまとめとして、以下を

確認する。 

・文の構造を意識する 

・指示語や省略を止まって確認する 

・書いてあることを根拠に判断する 

そして実際に公務員になってから

文 章 を 読 む と き に も 役 立 ち ま

す。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価観点 

 １．文の構造や文脈を意識して解答しているか 

 ２．正誤の理由を文章中の根拠をもとに説明しようとしているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

１．設問ごとに根拠を示し、正誤の理由を説明できる 

 ２．指摘があれば、文構造や文脈に基づいて説明できる 
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・抽出理由 

・主語（情報セキュリティの確保）と修飾語（現代社会において、企業が～ため

に）を切り分ける必要がある。 

・「近くにある名詞」を選ぶ誤答が非常に出やすい。 

・文の骨格を追わないと解けない典型問題であり、構造把握の解説に最適。 

 

② 指示語の理解・省略の補完 

・抽出問題【問題 5】 

「電子書籍は利便性が高い。一方で、独特の質感やページをめくる楽しさがあるの

は紙の本である。」 

独特の質感やページをめくる楽しさがあるのは（ ）である。 

選択肢：①電子書籍 ②普及 ③紙の本 ④人 

・抽出理由 

・「一方で」「あるのは」という表現から、何が対比されているかを正しく追う

必要がある。 

・主語が省略されており、前文を参照しないと判断できない。 

・指示語・省略の典型的な読み違いを解説しやすい。 

 

③ 言い換えの理解（条件・表現の同一性） 

・抽出問題【問題 2】 

「この大会は、練習に参加した選手、または参加申込をした選手が出場資格を有す

る。」  

上記の文が表す内容と以下の文が表す内容は同じか。「同じである」「異なる」の

うちから答えなさい。  

「この大会は、練習に参加した選手であり、かつ参加申込をした選手が出場資格を

有する。」  

①  同じである  ②  異なる 

・抽出理由 

・語彙ではなく、条件構造（または/かつ）の理解が問われる。 

・「雰囲気が似ている」と誤答しやすい。 

・作文・面接試験での条件誤読防止にも直結する。 

 

④ 推論（書いてあることから言えるか） 

・抽出問題【問題 4】 

「このクラスの生徒の多くはピアノを習っている。」 
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「田中さんはこのクラスの生徒である。」 

→「田中さんはピアノを習っている。」 

（正しい/誤り/判断できない） 

・抽出理由 

・「多くは＝全員ではない」という論理を正確に理解する必要がある。 

・学生が想像で答えてしまうような問題になっているため、推論＝想像では 

ないことを説明する。 

 

⑤ 図表と文章の照合 

・抽出問題【問題 1】 

「黒い円の左側に、白い四角形がある。」 該当する図を選択する問題 

・抽出理由 

・図を先に見ると誤答しやすく、文章を基準に条件整理が必要な問題。 

・条件を一つずつ照合する訓練になる問題になっている。 

・教養試験の資料読解との関連で説明できる。 

 

⑥ 具体例の特定（定義と具体の対応） 

・抽出問題【問題 4】 

「次の定義に当てはまるものをすべて選べ」 複数の具体例から該当するものを選

択する問題 

・抽出理由 

・定義文に必ず戻る読み方を教える。 

・数値と言葉を一致させる訓練として使いやすい。 
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□使用教材（読解力確認テスト） 
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⑤授業５：作文作成 

 

授業の位置づけ 

本科目における作文力育成の出発点である。本授業では、作文技術の指導に入る

前段階として、学生が現在どの程度テーマを読み取り、時間内に文章として書き

切ることができるのかを把握することを主な目的とする。公務員試験の作文に対

して多くの学生が抱く「何を書けばよいか分からない」や「うまく書けない」と

いう体験を通して、今後の学習によって改善可能な課題であることを理解させる

ための導入である。その観点から、次の２つの項目について学習する。 

１．作文力単元の導入・現在地確認に位置づける 

 ２．技術指導に入る前に、「自分は何ができていて、何ができていないか」を 

可視化する 

到達目標 

１．制限時間内に、テーマに沿った文章を書き切ることができる 

 ２．テーマに沿った体験、考えを文章として表現する 

授業構成 

 導入→作文→まとめ 

使用教材 

 作文力育成教材 

授業進行 

導

入 

□授業の目的の説明 

公務員試験における作文の位置づけを

説明する。 

「上手に書く必要はない」「今の力を

見るため」ということを伝える。 

□教員発話例 

「今日は、うまく書くという授業

ではありません。今の自分が、ど

こで止まるのかを知るために書き

ます。」 

展

開 

□作文テーマ提示（800 字、60 分） 

作文テーマの参考例 

・あなたが目指す公務員像とは何です

か。あなたの考えを述べなさい。 

□教員発話例 

「作文テーマに沿って作文時間 60

分文字数 800 字で作文を作成しま

す。どこで手が止まるのか、確認

しながら作文してください。」 
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□指導のポイントと対応 

・添削は行わず、これから作文授業を受けるための現状確認に徹する。 

・学生には、「直せる前提」を明確に伝えたうえで作文させる。 

 

 

 

 

  

・あなたが思う理想の社会人について

述べなさい。 

・私が自慢したい私の個性について述

べなさい。 

・あなたが住んでいる地域の課題を一

つ挙げ、それに対して市役所ができる

取り組みを述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

□書けた点・手が止まった点を振り返

り、発表する。 

 

 

□教員発話例 

「では、自分の作文を見直して、

手が止まったところを自分なりに

整理しましょう。」 

評価観点 

 １．設問から大きく逸脱していないか 

 ２．文章として最後まで書き切っているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

１．授業の取り組み姿勢（質疑の発話、課題の取り組み） 

 ２．設問に沿い、一定のまとまりで書けている 
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⑥授業６：誤字・脱字、送り仮名、表記ゆれ 

 

授業の位置づけ 

本授業は、第５回で書いた作文を素材としながら、公務員試験の作文において求

められる「正確に文章を書く力」を身につける文章作成の基本授業となる。本授

業では、文章の内容や主張以前に、誤字・脱字、送り仮名、表記ゆれ、文体の混

在といった初歩的なミスによって評価を下げてしまう状態から脱却することを目

的とする。読解力育成で培った「文章を注意深く読む視点」を、今度は自分の文

章を点検する視点として転用する段階に位置づける。その観点から、次の項目に

ついて学習する。 

１．作文力育成の技術的出発点 

２．読解力（正確に読む）→作文力（正確に書く）への接続 

到達目標 

１．誤字・脱字、送り仮名、表記ゆれに気づき、修正できる 

 ２．「評価以前に読まれない作文の理由」を理解する 

授業構成 

 教材に沿って誤字・脱字導入→送り仮名→表記ゆれ→ら抜き言葉→まとめ 

使用教材 

 作文力育成教材 

授業進行 

導

入 

□授業の目的の説明 

読みたくなくなる作文のイメージを沸

かせ、誤字・脱字、送り仮名の間違い

などで読みにくい作文をあえて読もう

とするのか、という視点で学生に考え

させる。 

 

□教員発話例 

「今日は作文を読んでもらうため

のマナーを学びます。マナーを理

解し、徹底することで、無駄な失

点を防ぐことができます。」 

 

 

展

開 
□01 誤字をなくす 

□教員発話例 

「最近ではネットニュースでも誤

字があるまま配信されている例を
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制限時間内に作文するのではなく、読

み直して修正する時間まで含めて制限

時間をとらえることを意識させる。 

そのうえで、誤字・脱字のチェックを

忘れないよう、意識を持たせる。 

練習課題の誤字・脱字チェックを行

い、答え合わせする。 

□02 正しい送り仮名、仮名づかい、

カタカナ語で書く 

送り仮名の具体例を示す。 

例：誤）明い→正）明るい 

カタカナ語の具体例を示す。 

学生にしみゅれーしょんをカタカナ語

として記載させる。 

誤）シミレーション 

正）シミュレーション 

練習課題１、２に取り組ませ、解答す

る。 

□03 表記をそろえる 

表記のゆれについて教材で確認する。 

表記のゆれが読みにくさを生むことを

伝える。 

練習課題に取り組ませ、解答する。 

□「ら抜き言葉」に注意 

ら抜き言葉が何かを教材で確認し、練

習課題に取り組ませ、解答する。 

 

見かけます。でも、漢字の誤りで

意味が変わるケースも多々ありま

す。みなさんも、スマホやパソコ

ンの文字変換が便利であるため、

誤字を意識しにくいかもしれませ

んが、採点者に読んでもらうとい

う意識で誤字には注意を払いまし

ょう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

□本授業をふまえて、前回作成した作

文の見直しを行い誤字・脱字、表記の

ゆれ、ら抜き言葉をチェックさせる。 

 

□教員発話例 

「では、今日の授業の振り返りと

して前回作成した作文をチェック

してみよう。」 
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□まとめとして、作文のチェックは、

習慣化できることを伝え、チェックま

で含めて制限時間内に作文を完成させ

られるように指導する。 

 

 

 

 

 

評価観点 

 １．誤字・脱字等の見直しの必要性を理解できたか 

 ２．作文の見直しに取り組んでいるか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

１．授業の取り組み姿勢（質疑の発話、課題の取り組み） 

 ２．誤りを自力で発見し、正しく修正できる 
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□使用教材（作文力確認教材） 
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⑦授業７：文体の統一、接続詞の適切な使用、簡潔な文章表現 

 

授業の位置づけ 

本授業は、作文の内容や主張には踏み込まず、文章を「読みやすい形」に整える

ことに特化した単元である。本授業では、文体の混在、接続詞の誤用、一文が長

すぎることによる読みにくさといった、公務員試験の作文で評価を下げやすい表

現上の課題を扱う。読解力育成で学んだ「文章の流れを意識して読む力」を、書

く側の視点で活用し、読み手に負担をかけない文章を作るための基礎を固める段

階として位置づける。その観点から、次の項目について学習する。 

１．内容を変えず、読みやすさだけを改善する 

２．表現レベルの調整に集中する 

到達目標 

１．表現レベルの調整に集中する 

 ２．接続詞を文と文の関係に応じて使い分けられる 

授業構成 

 導入→読みにくい文章の共通項→接続詞→文を短く書く→まとめ 

使用教材 

 作文力育成教材 

授業進行 

導

入 

□授業の目的の説明 

文章の読みにくさが、採点者の印象を

悪くすることがあることを伝え、読み

やすい作文が内容の採点に円滑につな

がることになると理解させる。 

□教員発話例 

「今日は作文の中身は一切直しま

せん。読みづらい原因を取り除く

授業です。」 

 

展

開 

□05 文体をそろえる 

文体とは具体的に何を言っていること

なのかを理解し、文体をそろえること

での読みやすさを体感させる。 

例外を示し、使い分けについて理解さ

せる。 

□教員発話例 

「どのような印象を持たせる文に

したいか、どのような目的の文章

か、という観点で文末の言い方を

変えます。これを文体といい、～

だ、である、と、～です、～ます
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練習課題に取り組ませ、解答する。 

□06 接続詞を正しく使う 

接続詞の働きと役割を確認した後、学

生に教材にある接続詞を使い例文を作

成させ、発表させる。 

練習問題１、２に取り組ませ、解答す

る。 

□07 文を短く書く 

文を簡潔に書くことは、読み手の読み

やすさ＝意味をとらえやすくなること

を伝え、短い文章が幼稚というわけで

はないと感じてもらう。 

教材にある３つのポイントに沿って説

明し、文が短くなっても内容が減って

いないことを伝える。 

練習課題に取り組ませ、解答する。 

□作文演習の見直し 

第５回で作成した作文の文体、接続詞

をチェックし、文が長くなっている箇

所を修正する。 

を一つの文章に混ぜないようにし

ます。ただし、これには例外もあ

ります。どのようなところで使

い、例外は何かを確認しましょ

う。」 

□教員発話例（接続詞） 

「接続詞は、読み手にどう読めば

いいかを教える合図です。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

□教員発話例 

「では、今日の授業の振り返りと

して前回作成した作文をチェック

してみよう。」 

ま

と

め 

□今回の授業が文章の「見た目」と

「流れ」であることを確認する。 

 

 

評価観点 

 １．文体をそろえること、その例外があることを理解したか 

 ２．接続詞の役割と意味、使い分けを理解したか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

１．授業の取り組み姿勢（質疑の発話、課題の取り組み） 

 ２．一文を適切な長さで修正できる 
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□指導のポイントと対応 

・多くの公務員試験においては、業務文書との親和性や読みやすさの観点から、常

体で統一された作文が評価されやすい傾向にある、という考え方を伝える。 

 

・接続の指導上のポイントとしては、前後の文の関係と接続詞の種類を必ず対応さ

せること。学生は意味を考えずに「しかし」「そのため」「また」を感覚的に使う

傾向がある。そのため、接続詞は原因 → 結果、対立、追加・並列など役割が決ま

っている。理解不足の学生には、文と文の関係を言葉で説明できてから接続詞を選

ばせることが必要。 

 

・文を短く書く練習をする場合、どこで切るか、どこを短くするかと、意味が変わ

っていないことを確認する。 

 

・学生に作文見直しをさせる際は、直した場所がわかるように赤ペンなどで修正さ

せる用に指導する。その際には、この訂正、見直しは、自分の作文力を高めるため

のものであることを伝える。 
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□使用教材（作文力育成教材） 
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⑧授業８：主語と述語、修飾語、矛盾した内容 

 

授業の位置づけ 

本授業は、文章の読みやすさを整えたうえで、内容が正しく伝わっているかを確

認する単元である。本授業では、主語と述語の対応、修飾語のかかり先、文章全

体での矛盾といった、作文の意味理解に直結する構造的な問題を扱う。表現上は

整っていても、意味が曖昧・不正確な作文になってしまう状態を防ぎ、公務員試

験で評価される文章の土台作りの段階として位置づける。 

到達目標 

１．主語と述語が対応しているか確認できる 

 ２．修飾語がどの言葉にかかっているか説明できる 

 ３．内容の矛盾に気づき、修正できる 

授業構成 

 導入→主語と述語→修飾語→矛盾の確認→まとめ 

使用教材 

 作文力育成教材 

授業進行 

導

入 

□授業の目的の説明 

前回の授業は文章の読みやすさであ

り、今回は文章の正しさを理解する。

読みやすく、正しい文章を作成できる

基礎力の育成を目指すことを伝える。 

□教員発話例 

「今日は、きれいな文章かどうか

ではなく、正しい文章になってい

るかを確認します。」 

 

 

展

開 

□08 主語と述語を対応させる 

公務員試験の作文では、一文が長くな

りやすく、その結果、主語と述語の対

応が崩れるケースが多く見られる。こ

れは添削指導や試験講評においても頻

繁に指摘される代表的な減点要因であ

□教員発話例 

「一生懸命書こうとする人ほど、 

一文で全部言おうとしてしまいま

す。その結果、主語と述語がずれ

てしまい、何が言いたいのか分か

らない作文になることがありま
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り、内容以前に評価を下げる要因とな

ることを伝える。 

練習課題に取り組ませ、解答する。 

□09 修飾語の位置に注意 

修飾語と被修飾語の位置を確認させる

ため、教材にある修飾語を囲ませ、被

修飾に→でつながせる。 

練習問題に取り組ませ、解答する。 

 

 

 

□10 矛盾した内容にならないように

注意する 

矛盾した文章が生じる背景には、伝え

たい内容の整理が不十分なまま作文を

始めてしまうことがある。書く前に主

張や理由の関係を整理せずに文章化す

ると、途中で論点がぶれたり、前後で

内容が食い違ったりする結果となりや

すい。公務員試験の作文では、何を書

くかだけでなく、どのような順序と構

成で伝えるかを事前に組み立てること

が重要であることを伝える。 

教材の例題を確認しながら、矛盾が生

じるパターンを確認する。 

練習課題に取り組ませ、解答する。 

□作文演習の見直し 

第５回で作成した作文を６回～８回ま

での授業をふまえて書き直してもら

う。 

す。主語と述語が対応した文章を

作るようにしましょう」 

 

□教員発話例（修飾語） 

「飾り言葉と飾られる言葉をそれ

ぞれ、修飾語、被修飾語といいま

す。例えば、教材の中段にある例

を見てください。赤い花が咲い

た。どんな花が咲いたかを説明し

ている言葉が赤です。この場合、

赤いが、修飾になります。」 

□教員発話例（矛盾） 

「矛盾した作文になってしまう原

因は、考えが浅いからではなく、 

考えを並べずに書き始めたことで

起きます。公務員作文では、書く

前にどういう順番で伝えるかを決

めることが大切です。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

□教員発話例 

「では、第５回で作成した作文を

今までの修正箇所を反映しながら

書き直してみましょう。」 
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□指導のポイントと対応 

・主語と述語は、文法用語を使わず「誰が」「どうした」で確認する。 

 

 

「私が」（だれが）、「行った」（どうした） 

 

・矛盾を防止するために、一文一義を意識すること、感情的・主観的な表現を一文

に詰め込みすぎないことを意識させます。そのため、自分の想いを強く伝えようと

すると、一文が長くなり、文の構造が崩れやすいことに注意するように指導する。 

  

ま

と

め 

□今回の授業が文章の「見た目」と

「流れ」であることを確認する。 

 

 

評価観点 

 １．主語・述語の対応や修飾関係を理解したか 

 ２．論理的一貫性のある作文に修正できているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

１．授業の取り組み姿勢（質疑の発話、課題の取り組み） 

 ２．修正した作文の提出 
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□使用教材（作文力育成教材） 
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59 

⑨授業９：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐１ 

 

 

 

授業の位置づけ 

AI リテラシー習得を目的として、AI 分野の基礎理解を中心に、生成 AI の仕組み

と学習モデルについて体系的に学習する。 

教材該当項目「１．生成 AI の基礎知識」、「２．生成 AI を構成する要素」 

 「３．進化する機械学習」 

到達目標 

１．生成 AI の概念を整理し、従来型 AI との違いを理解する 

 ２．AI がデータを用いて学習する基本的な仕組みを理解する 

 ３．生成AIを支える代表的な学習モデル（ディープラーニング）の概要を理解 

する 

授業構成 

 教材に沿って図解と具体例を用いながら、段階的に生成AIへの理解を深める。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

評価観点 

 １．生成 AI の基本的な仕組みを正しく理解しているか 

 ２．仕組みを基に、AI の特徴や違いを自分の言葉で説明できるか 

 ３．用語を適切に用いて、内容を整理して述べられるか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 授業の取り組み姿勢（質疑での発言、改善への取り組み）を基に評価する。 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する。 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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⑩授業 10：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐２ 

 

  

授業の位置づけ 

AI リテラシー習得を目的として、代表的な生成 AI（ChatGPT、Gemini、

Copilot）の特徴と利用方法を理解し、目的に応じた活用の基礎を学習する。 

 教材該当項目「４．代表的な生成 AI の紹介」 

到達目標 

１．代表的な生成 AI の強みや特徴を整理し、それぞれの違いを理解する 

 ２．生成 AI を利用する際に必要な環境や留意点を理解する 

 ３．生成 AI の基本的な操作を体験し、活用のイメージを持つ 

授業構成 

 教材に沿って各生成 AI の特徴を学習するとともに、利用環境を整える。さら 

に、簡単な操作体験を通して生成 AI の活用への理解を深める。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

授業進行 

 教材に沿って授業を進行する。 

評価観点 

 １．代表的な生成 AI の強みや特徴を理解し、要点を整理できているか 

 ２．生成 AI の利用条件や注意点を理解しているか 

 ３．生成 AI の基本的な操作を理解し、活用イメージを持てているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 授業の取り組み姿勢（質疑での発言、改善への取り組み）を基に評価する。 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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⑪授業 11：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐３ 

 

授業の位置づけ 

AI リテラシー習得を目的として、生成 AI を適切に活用するために必要なプロン

プト設計の考え方を学習する。 

教材該当項目「５．プロンプト」 

到達目標 

１．プロンプトの意味と役割を理解し、目的に応じて活用する 

 ２．出力結果に影響する要素を踏まえ、プロンプトを具体化する視点を理解す 

   る 

 ３．プロンプトの基本的な構成要素を理解する 

 ４．プロンプトエンジニアリングの基本的な考え方を理解する 

 ５．生成 AI 利用時の注意点を理解する 

授業構成 

 教材に沿って、プロンプトの基本構造と考え方を、具体例を通して学習し、 

生成 AI 活用に必要な指示の出し方を理解する。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

評価観点 

 １．プロンプトの役割と基本構造を理解しているか 

 ２．目的に応じたプロンプトの工夫の考え方を理解しているか 

 ３．指示内容と出力結果の関係を説明できるか 

 ４．生成 AI 利用における注意点を理解しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 授業の取り組み姿勢（質疑での発言、改善への取り組み）を基に評価する。 



74 

 

□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する。 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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⑫授業 12：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐４ 

 

 

授業の位置づけ 

AI リテラシー習得を目的として、生成 AI を安定的かつ安全に活用するためにプ

ロンプトテンプレートとハルシネーションへの対応を学習する。 

教材該当項目「６．プロンプトテンプレート」、「７．ハルシネーション」 

到達目標 

１．目的に応じた適切なプロンプトテンプレートの考え方を理解する 

 ２．ハルシネーションの意味と特徴を理解する 

 ３．ハルシネーションを抑制するための基本的な考え方を理解する 

授業構成 

 教材に沿って、プロンプトテンプレートの活用例およびハルシネーションの実 

例を通して、生成 AI の特徴や注意点への理解を深める。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

 プロンプト問題集 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

 なお、プロンプトテンプレートについては教材に沿って授業を行う。 

評価観点 

 １．プロンプトテンプレートの目的と使い方を理解しているか 

 ２．プロンプトテスト（プロンプト問題集より出題）を通して、指示内容と出 

力結果の関係を理解しているか 

 ３．ハルシネーションの内容と危険性を理解しているか 

 ４．生成 AI の出力を検証しながら活用する必要性を理解しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 プロンプトテスト結果を基に、目的に応じた指示内容を構成できているか、 

出力結果を予測して適切に修正・工夫できているかを総合的に評価する。 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する。 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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□使用教材（プロンプト問題集） 
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⑬授業 13：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐５ 

 

 

授業の位置づけ 

AI リテラシー習得を目的として、生成 AI および画像生成 AI を適切かつ責任を 

もって活用するために、著作権を含む基礎知識を学習する。 

教材該当項目「８．画像生成 AI」、「９．著作権」、「10．MY 生成 AI」 

 

到達目標 

１．画像生成 AI の仕組みと特徴を理解する 

 ２．画像生成 AI の活用方法と注意事項を理解する 

 ３．著作権に関する基礎的な考え方を理解する 

 ４．MY 生成 AI の仕組みと活用のイメージを理解する 

授業構成 

 教材に沿って、代表的な画像生成 AI の特徴や著作権の具体例を学習し、生成 

AI への理解を深める。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

評価観点 

 １．画像生成 AI の基本的仕組みを理解しているか 

 ２．画像生成 AI の利用上の注意点を理解しているか 

 ３．目的に応じた AI 活用の考え方を理解しているか 

 ４．著作権を含め、責任ある AI 活用の必要性を理解しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 授業の取り組み姿勢（質疑での発言、改善への取り組み）を基に評価する。 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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⑭授業 14：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐６ 

 

 

 

 

授業の位置づけ 

AI を活用した公務員試験対策を目的として、生成 AI を補助的に活用しながら自

己理解を深め、志望動機や自己 PR につなげる方法を学習する。 

教材該当項目「11．自己分析」 

到達目標 

１．自己分析の目的と基本的な考え方を理解する 

 ２．自分自身の強みや弱みを整理し、言語化できる 

 ３．生成 AI を活用して自分を客観的に捉え、自己 PR に活用できる 

授業構成 

 教材に沿って生成 AI を活用して自己認識を深めた上で、志望動機や自己 PR 作 

成につなげる。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

評価観点 

 １．自己分析の目的と基本的な方法を理解しているか 

 ２．自分の経験を自己分析の材料として捉えられているか 

 ３．自分の強みや特徴を整理して説明できているか 

 ４．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 授業の取り組み姿勢（質疑での発言、改善への取り組み）を基に評価する。 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する。 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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□使用教材（自己認識プロンプト）  
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⑮授業 15：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐７ 

 

 

授業の位置づけ 

AI を活用した公務員試験対策を目的として、生成 AI を用いながら、自治体等の 

採用情報や試験傾向を収集・整理・分析する方法を学習する。 

教材該当項目「12．自治体等傾向分析」 

到達目標 

１．自治体等の採用情報を確認・把握する際の視点を理解し、整理できる 

 ２．試験内容や試験形式が変更される可能性があることを理解する 

 ３．生成 AI を活用した情報収集の方法を理解し、活用範囲を判断できる 

 ４．自治体等の情報を整理し、説明できる形にまとめられる 

授業構成 

 教材に沿って、自治体等の採用情報や試験傾向の分析を行い、生成 AI 活用へ 

 の理解を深める。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

 用語等穴埋め確認テスト 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

評価観点 

 １．自治体等の採用情報の見方を正しく理解しているか 

 ２．集約した情報を整理し、説明できる内容として把握しているか 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

本科目のまとめとして、生成 AI 学習の理解度を確認するために、用語等穴埋め

確認テストを実施する。 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する。 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 

  



114 

 

□使用教材（用語等穴埋め確認テスト） 

  



115 

５．生成 AI 活用に関する方針・ルール・意図 

（１）傾向分析科目における生成 AI 活用の基本方針 

傾向分析科目における生成 AI 活用の基本方針は、公務員試験における傾向分析科目

の中で理解・判断・分析を支援する補助的手段として用いることにある。 

本科目は、募集要項や自治体資料、試験問題文を正確に読み取り、「何が問われて

いるのか」「どのような力が評価されているのか」を理解することを目的としてい

る。そのため、学生が主体的に情報を収集し、分析する中で、情報の分析、整理ツ

ールとして生成 AI の役割を位置づける。また、読解力や作文力の育成においては、

生成 AI は「考える代わり」ではなく、「考えるための整理・確認の道具」として位

置づける。 

 

（２）傾向分析科目における AI 活用ルール 

①生成 AI 活用のルール 

・生成 AI に解答、結論、評価を出させない 

・原文を読まずに AI の要約のみで理解したと判断しない 

・AI の出力は必ず原文と照合する 

・使用目的（整理、可視化、チェック）を明確にして使用する 

・教員の指示なく、課題解答に直接使用しない 

 

（３）傾向分析科目におけるルールの意図 

傾向分析科目では、読解力、判断力、準備の形成が学習の中心となる。その中で、

生成 AI に考えさせ、制作させ、決めさせてしまうと、学生が思考停止になり安易な

生成 AI 依存に陥る懸念がある。そうなれば、本科目が目指す公務員試験対策の土台

形成ができず合格力を育てることはできない。 

そのため、本科目では生成 AI を情報整理、効率的な取り組みを実現する補助ツール

として、厳格に運用することを徹底する。 
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６．委員名簿 

実施委員 

 

 

氏名 所属・職名 役割等 

１ 浦山 哲郎 学校法人浦山学園 理事長 

２ 永井 真介 学校法人浦山学園 常務理事 

３ 浦城 尚武 学校法人浦山学園 校長 

４ 佐竹 新市 学校法人龍馬学園 理事長 

５ 中島 慎太郎 学校法人有坂中央学園 理事長 

６ 大平 康喜 学校法人穴吹学園 専務理事 

７ 宮岡 良次 学校法人三友学園 理事・事務局長 

８ 坪内 浩一 学校法人坪内学園 理事長 

９ 中谷 浩美 学校法人 YIC 学院 専務理事 

10 廣瀬 智範 富山県 
経営管理部 人事企画室 

人材戦略課長 

11 森田 貴之 射水市 企画管理部 次長 

12 岩本 健嗣 公立大学法人富山県立大学 
情報工学部 

情報システム工学科 教授 

13 吉川 智 一般社団法人富山情報産業協会 専務理事 

14 小村 亮 一般社団法人生成 AI 活用普及協会 事務局次長 
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事業推進委員 

 

 

 

氏名 所属・職名 役割等 

１ 浦城 尚武 富山情報ビジネス専門学校 校長 

２ 石田 哲也 富山情報ビジネス専門学校 学事部/企画推進部 次長 

３ 清水 大樹 富山情報ビジネス専門学校 教務部 

４ 三宅 可倫 富山情報ビジネス専門学校 教務部 

５ 宮田 和樹 群馬法科ビジネス専門学校 副校長 

６ 馬場 隆信 専門学校穴吹ビジネスカレッジ  教務部長 

７ 中川 隆 龍馬情報ビジネス＆フード専門学校 校長 

８ 武下 浩史 専門学校岡山情報ビジネス学院 公務員/公務員速修学科 

学科長 

９ 石飛 美香 専門学校坪内ビジネスカレッジ 副校長 

10 橋口 浩太 YIC 公務員専門学校 教務課係長 

11 中瀬 幸子 Avintonジャパン株式会社 代表取締役 

12 島田 勝彰 合同会社ハピオブ 代表社員 

13 中本 亮 富山県 知事政策局参事・デジタル化

推進室情報システム課長 
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